
プレゼンター プロフィール  
 

 
 
 
 
 
最終学歴 
1995 年：慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学 
学位：博士（経済学） 
職歴 
1992 年：国立社会保障・人口問題研究所研究員（社会保障研究所）（～1997 年） 
1997 年：駿河台大学経済学部助教授（～2000 年） 
2000 年：東洋大学経済学部教授（～2007 年） 
2007 年：慶應義塾大学経済学部教授 
 
主要著書 
『先進諸国の社会保障 イギリス』（共著），東京大学出版会，1999 年 
『先進諸国の社会保障 スウェーデン』（共著），東京大学出版会，1999 年 
『年金と家計の経済分析』（編著），東洋経済新報社，2000 年 
『アジアの社会保障』（編著），東京大学出版会，2003 年 
『年金はどうなる‐家族と雇用が変わる時代』，岩波書店，2003 年 
『年金改革‐安心・信頼のできる年金制度改革』（編著），日本生産性労働情報センター，
2005 年 
『社会保障の新たな制度設計』（編著），慶應義塾大学出版会，2005 年 
『年金制度と個人のオーナーシップ』（編著），NIRA，2007 年 
『福祉の総合政策』（新訂４版），創成社，2008 年 
『大貧困社会』，角川・エス・エス・コミュニケーションズ，2009 年 
『年金を選択する‐参加インセンティブから考える』，慶應義塾大学出版会，2009 年 
『労働経済学の新展開』（共著），慶應義塾大学出版会，2009 年 
『希望の社会保障改革』（編著），旬報社，2009 年 
『最低所得保障』（編著），岩波書店，2010 年 
 
官公庁等各種審議会・委員会等における活動 
厚生労働省顧問 
厚生労働省 社会保障審議会臨時委員 
厚生労働省 女性のライフスタイルの変化等に対応した年金の在り方に関する 
検討会委員 
参議院 厚生労働調査室客員調査員 

駒村 康平 (こまむら こうへい) 
 
現  職：慶應義塾大学経済学部教授 
専  門：経済政策論、社会政策論 


